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保育者㣴ᡂㄢ程学生における 

ピアノᢏ⾡の習ᚓἲについて 
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Ϩ ࡵࡌࡣに 

 保育者を目指す学生がピアノの演奏ᢏ⾡を身にけるᚲ要があることは言うまでもなく、保育ᅬࡸ

幼⛶ᅬでồめられる演奏のレ࣋ルもỴして容᫆ではない。≉に今のᏊどもྥけの楽曲には」㞧なࣜ

音が㢖⦾に使われるものも多くなり、ピアノをⱞ手とする保育者が自力では演奏できない程ࡸ࣒ࢬ

の楽曲も多くᏑᅾしている。しかしながら、幼少期からピアノを習った経験のある学生のᩘはᖺ々ῶ

少ഴྥにあるため、㣴ᡂᰯでのᤵᴗࡸ実習、またはᑵ⫋後にピアノでⱞປする学生ࡸ保育者が多くい

ることは事実である。ここではその背ᬒࡸ現状にゐれるとともに、そのような学生がより効⋡的にピ

アノの演奏ᢏ⾡が習ᚓできる᪉ἲについて᫂らかにする。 

 

ϩ ᩥࣀࣆの௦⫼ᬒ 

 高度経῭ᡂ㛗期を㏄えた �� ᖺ௦には᧯教育に力を入れる家ᗞがቑえጞめ、習い事の௦⾲と

してピアノを習う家ᗞが多くみられた。また、 2� ᖺに楽ჾメー࢝ーである᪥本楽ჾにより「ࣖ

が㛤タされたこともᙜ時のピアノ学習者がᛴ⃭にቑえた「（ハ音楽教ᐊ࣐現࣭ࣖ）ハ音楽実験教ᐊ࣐

大きな要ᅉの一つである。このような時௦に幼少期を㐣ࡈしてきた者にとってピアノという楽ჾは大

変身近なᏑᅾであり、保育ኈ࣭幼⛶ᅬ教ㅍになるために幼少期からピアノを習いጞめるという家ᗞも

多く見ཷけられた。 

 一᪉で現௦の習い事はというとその✀㢮も多ᵝし、更に一つのジࣕンル自体が細分されてきて

いることから、習い事㸻ピアノというイメージはᴟめてⷧくなってきていることが≉ᚩとしてᣲࡆら

れる。一᫇前には考えられなかったࢲンスࡸ㐀ᙧなどの習い事が目立つようになったことࡸ、学習ሿ

などのຮᙉ⣔に限られるケースがቑえてきている。のᏊと㐪うものを習わせたいというぶの心⌮も

ാくのであろう。そのため、保育ኈ࣭幼⛶ᅬ教ㅍを目指す者がピアノを習いጞめる時期も以前に比べ
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ᴟめて㐜いഴྥにある。 

 

Ϫ ⌧≧とㄢ㢟 

多くの学生はピアノᮍ経験者、またはᮍ経験者に近いึ⣭程度であり、幼少期にピアノに限らず楽

ჾにゐれたことのある学生は意እと少ない。そのような学生が保育者を目指しピアノを習いጞめた際

に㉳こるၥ㢟は、ピアノを演奏するにも関わらず「楽譜をㄞまない」または「ㄞめない」ということ

である。例えば「ࡒうさん」の❺ㅴを練習する際、ྑ手メロࢹィーの点ᅄ分音➢が 1�� ᢿであると

いうㄆ識をᣢって演奏できる学生はほࡰⓙ無であろう。 

 幼少期にある程度ピアノの経験がある学生でさえも楽譜をきちんとㄞんだ上で演奏ができる学生

は多くはない。実際に⪥でぬえたメロࢹィーをただ何となく᥈りᙜて両手奏で弾いているだけという

場合が非常に多いことが現状だ。確かに⪥でぬえた音をすࡄさま鍵盤の上で現できるテクニックも

容᫆ではなく⣲ᬕらしいᢏ⾡でありᚲ要なものであるが、ピアノを演奏する上で何よりも大切なこと

はまずは「いかに楽譜をṇしくㄞむことができるか」ということなのだ。 

 もう一つのഴྥとして楽譜は見るが、楽譜上に音ྡを全て᭩いてから練習するというࢱࣃーンであ

る。ඖ々楽譜のㄞめない学生がピアノを練習する㐣程の中で最も時間のかかる大部分はこの楽譜の音

をㄞむ「譜ㄞみ」だ。ㄢ㢟曲を期限内に上ࡆることがඃ先された結果大切な譜ㄞみをかにし、最

ึから楽譜上に自身で᭩きグした音ྡ、つまりࢻレ࣑に㢗って上ࡆてしまうのである。この᪉ἲで

は曲がᡂした㡭には楽譜のᏑᅾすらᛀれ、自身で楽譜の報をきちんとㄞみ取ることはᴟめてᅔ㞴

である。 

 

ϫ ಖ⫱⪅にồ₇ࣀࣆࡿࢀࡽࡵዌとࡣ 

 保育者にồめられるピアノの演奏ᢏ⾡は何もピアニストを目指すわけではなく、㉸㉺した㉸⤯ᢏᕦ

がᚲ要なわけではない。Ꮚどもたちがḷう❺ㅴのక奏ࡸᏊどもの動きに合わせて⡆༢な༶興演奏がで

きるレ࣋ルであれば༑分である。しかし、Ꮚどもたちのḷにᐤりῧってより音楽的に⾲現するために

はᵝ々な▱識ࡸテクニックがᚲ要となるのだ。楽譜を見ずに演奏することがᙜたり前になっている学

生にとって、⫈いたことのないᅬḷࡸᅬ独自のḷを演奏することはほࡰྍ⬟に近いのである。また、

ピアノ演奏にけຍえ、ḷをḷわなければいけないという点においてもⱞ手意識を感じる学生は非常

に多い。ピアノの経験がある学生の中で弾きḷいをしたことのある者はほࡰⓙ無に➼しく、弾きなが

らḷをḷうこととピアノが弾けるということは全くู≀なのである。本᮶楽ჾの習ᚓには㛗いᖺ᭶が

ᚲ要とされ、人前ࡸᏊどもたちの前でᇽ々と演奏できるようになるまでには多くの経験をどれだけ積

んできたのかが重要となってくる。以ୗのϬでは学生がなるべく短期間で効⋡的にピアノᢏ⾡を身に

けることのできる練習ἲを大きく �つに分㢮して紹介していく。 

Ϭ ຠ⋡ⓗ࡞⩦ᚓἲ 
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�.ḷࡇ࠺と࣭྾に着目して 

 音楽教育においてࢯルフ࢙ージࣗが重要どされているようにḷうことは音楽のᇶ本である。ࢯルフ

 。ージࣗとは音楽のᇶ♏教育のうち、どၐ力࣭ㄞ譜力࣭⫈音⬟力などを㣴う教育ㄢ程の⥲⛠を指す࢙

 例えば、演奏するメロࢹィーをḷってみることからጞめる。㞴しい場合には音程をつけずに音ྡを

ኌにฟしてㄞむだけでもⰋい。これは演奏者が何の音を弾くのかを脳で意識する練習として大変効果

がある。脳から指令をཷけるとḟに身体が反ᛂする。つまり指令をきちんと身体（指先）に送るため

にはまず自身が何の音を弾くのかきちんと⌮ゎし意識することが大切なのだ。一見༢⣧なことだと感

じるが、このసᴗがピアノを練習する上で非常に重要となる上、この練習と୪⾜して∦手ずつ指を動

かしながら⾜うと更に効果はቑす。これができれば後は鍵盤上に指を⨨くだけである程度弾けるよう

になっていることを実感できるであろう。この᪉ἲは時間がかかるが、きちんとした㐣程を経て上

 。た楽曲のᡂ度はそうではないものと比べṔ↛としたᕪが生じるࡆ

 ḟにḷうことが重要と言われるもう一つの⌮⏤としてはフレーࢬ感の習ᚓができるという点だ。先

程も述べたように、音楽を演奏することは「ḷう」ことであり「ḷう」ことをなくして音楽的な演奏

はྍ⬟である。⟶楽ჾࡸኌ楽など┤᥋ᜥを使う場合にはᚲ↛的に྾を意識することになるが、鍵

盤を྇けば⡆༢に音がฟるピアノにおいては残念ながら྾をすることがさほど意識されていない

というのが現状だ。言ⴥにまとまりがあるように音楽にもまとまり、つまりフレーࢬがᏑᅾする。ᬑ

ẁのヰで言ⴥのまとまりを意識してヰをすることは少ないが、人は無意識に言ⴥがどこからどこま

でが一つのまとまりであるかはᙜ↛のことながらㄆ識しているはずだ。例えばヰの中で「こんにち

は、おඖ気ですか。」と┦手にఏえる際に「こん、にちはおඖ気ですか。」とヰす人はいない。しかし、

ピアノの演奏においてはどうだろうか。後者の例のようなフレーࢬのように自↛な箇所で音を切り

ᖹ気で演奏してしまう人が多いのである。ピアノを演奏する際にもྠᵝに、この音のまとまりが大切

なのだ。ḷモのある❺ㅴであれば言ⴥのまとまりで一つのフレーࢬがㄆ識でき、ḷモのない楽曲でも

スࣛーの箇所ࡸᑠ楽⠇ࡸ大楽⠇のまとまりをࣄントにフレーࢬを意識することでより音楽的な⾲現

がྍ⬟となる。 

 つまりピアノを演奏する際においてもフレーࢬに合わせඹに྾をしながらメロࢹィーを奏でる

ことで、自↛な音楽のὶれࡸక奏に合わせてḷうഃがḷいࡸすい演奏と⧅がっていくのである。 

 

�.㌟యの࠸᪉࣭ጼໃ࣭ᡴ㘽に着目して 

 ḟにもう一つピアノ学習者の意識がⷧくなりࡸすいものの௦⾲としてᣲࡆられるのが身体の使い

᪉、打鍵ἲである。ピアノの演奏においてṇしいጼໃࡸフ࢛ー࣒は見た目のၥ㢟のみならず、弾きࡸ

すさࡸ上達の᪩さにもᙳ㡪するといっても㐣言ではない。よくピアノの教ᖌが「いいጼໃで弾きなさ

い。」と言うのにはきちんとした᫂確な⌮⏤があるからなのである。 

 ピアノを演奏する際に多くの学生は指先のみに集中するഴྥにある。しかしそれは大きなㄗりであ

保育者養成課程学生におけるピアノ技術の習得法について 445



 ― 4 ―

り、ピアノを弾く際には指先はもちろんのこと身体全体に意識をྥけなければならない。≉にピアノ

をⱞ手とする学生ほど意識が一点に集中しࡸすい。ṇしいጼໃは᳔Ꮚにᗙる所からጞまるということ

を意識しなければならない。 

 

① ᳔Ꮚはὸく⭜ける程度にᗙり、高さは鍵盤に指を乗せた際指先の高さより少し⫝が高い⨨

にくるように合わせる。 

（ὸくᗙることで上༙身の重さが腕にかかる） 

② ୗ༙身はᮌの᰿のようにᏳ定させ、㊊は㍍く㛤く。 

（全体のᨭえとして） 

③ 背筋をしっかりఙばし体重を⭜でᨭえるイメージをᣢつ。 

（この際上༙身は前後ᕥྑ自⏤に動けるよう力をᢤいて） 

մ 打鍵する際には腕の重さを感じながら上༙身の重心を前にかける。 

（身体の重さで音をฟすイメージ） 

յ 打鍵の後は常に脱力を心ける。 

（腕の中が✵Ὕになったことを定して） 

 

 上グにᣲࡆた①㹼յを常に意識することで身体に㈇ᢸをかけることなく楽に音をฟせるようにな

る。それにຍえ脱力の状態から生まれるピアノの音はどんなフ࢛ルテよりも㐲くまで㡪かせることの

できる力をᣢっているのである。このような状態が⥔ᣢできればどんなに㛗い時間弾いても⑂れたり

手をയめたりすることはない。ただ独学での習ᚓは㞴しいため、できる限りᑓ㛛の教ဨに指ᑟをもら

うほうがよい。しかしながらこのጼໃに関する内容については、≉に᪥本においてᵝ々な指ᑟἲがΰ

ᅾしているため全てのピアノ教ᖌが指ᑟできるわけではないことから、指ᑟ者ഃの今後のㄢ㢟でもあ

る。 

 ḟにṇしいጼໃが身にいた上で意識したいのが打鍵である。ピアノは⟶楽ჾࡸᘻ楽ჾのように音

をฟすこと自体は㞴しくないが、実はピアノほど演奏者によって音Ⰽが変わる楽ჾはないとも言われ

ているዟの深い楽ჾなのだ。ここでは音Ⰽの㐪いまではồめないが、では一体何ᨾ打鍵が重要なのだ

ろうか。 

 脳から「動け」とཷけた指令は神経をఏわり指先とྥけられた結果指が動く。この時、指令をཷ

けて動いた指の動きをしっかりと身体に感ぬとしてぬえ㎸ませるためには確かな打鍵と⧞り返しの

練習㔞がᚲ要となる。例えピアニࣔࢩの指♧でඃしく音をฟすべき箇所であっても、まず譜ㄞみのẁ

㝵においてはきちんと鍵盤の底まで打鍵するよう心けるべきである。打鍵の際に意識することは、

以ୗの通り。 
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① 鍵盤の底までしっかりと打鍵する。 

（鍵盤がスポンジのように弾力のあるものであると仮定し底まで指先を潜らせるイメージ） 

② 打鍵の際には指先の骨で音の振動を感じる。 

（※但しこれはアコースティックピアノに限る） 

 ③ 指が反り返るほど力は入れずに打鍵した後は脱力をする。 

   （腕の重さ、重力を利用する。弾いた後はボールが跳ね返るイメージ） 

 

 以上のことを意識することで演奏は確実に変わってくる。言い換えれば、ピアノを練習する際には

これ程のことを常に意識して取り組まなければ残念ながら効果は期待できないのである。ピアノ学習

者の中に多くみられるのは、ある程度楽譜通りに弾けるようになってきた状態にも関わらず打鍵が

弱々しく、その結果大事な箇所で音が鳴らない、緊張して重心を上手く指先に乗せることができずフ

ワフワと浮いたような演奏になってしまう現象だ。 

指先を鍛えるトレーニング教材として「ハノン」という教材がある。しかしこのような教材は幼少

期でないと効果はみられないという意見が聞かれることもしばしばだ。これはあくまでも音楽を本格

的に学習する場合においてのことであり、保育者を目指す学生にとっては非常に貴重な教材であると

筆者は実感している。全曲取り組まなくても 1曲に集中して少しずつ進めていくことで確実に効果は

上がる。ここで大切なことは、今自身が何の音をどの指で弾いているかきちんと「意識する」という

ことなのである。 

 

3.脳との関係に着目して 

 2 で述べた内容にも関連するが、もう一つピアノの練習において欠かせないものが「意識」である。

恐らくこの「意識」が最も重要であろう。古屋氏によると「頭の頂点よりも少し前のあたりに指の筋

肉に「動け」という指令を送る神経細胞がたくさんある。この部分の神経細胞が活動すると、背骨の

中にある脊髄を介して指の筋肉に電気の信号が送られ、筋肉は収縮し、指が動く。」1）とある。 

 人間は無意識のうちに体の中で意識されているということだ。この「無意識」を「意識」に変える

ことができたとしたらピアノの演奏力も上がってくると考える。 

 更に興味深い報告を紹介する。古屋氏によると「プロのピアニストと、音楽家ではない人の脳を計

測し、幼少期の練習時間と、ケーブルを包む鞘の発達との関係について調べた。その結果、指を独立

に動かしたり、両手の動きを協調させたりするときに使われるケーブルの周りの鞘は、11 歳までの

練習時間に比例して発達していた。ところが、12 歳以降の練習時間とこの鞘の発達度合いとのあい

だには、あまり関係がなかったのだ。」2）とある。 

 つまり幼少期に多くの練習を積むことが上達の近道であり、その効果も高いのだ。しかし、11 歳

を境にその効果が徐々に低くなっていくということがこの調査結果の引用から分かる。幼少期の体験
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 。経験がいかに重要であるかにおいても大いに⣡ᚓさせられるࡸ

 しかしここで大切なことは、11 歳以降においてはあくまでも上達の効果が低くなるということで

あり、全く上達しないということではない。上達するまでには時間はかかるが、ᆅ道なດ力でࣂ࢝ー

することができるのだ。    

それからもう一つ、Ꮚどもがピアノを学習する際との大きな㐪いは感ぬから習ᚓするだけではなく、

⌮論を⌮ゎして取り組むことができるという点においては᭷利であるという点だ。どうしてそうなる

のか、どのような᪉ἲがより効果的なのか考えて取り組むことで幼少期に⋓ᚓできる力に༉ᩛする力

を身にけることができるのではないだろうか。 

 

ϭ ࡲとࡵ 

 これまで①ḷうこと࣭྾、②身体の使い᪉࣭ጼໃ࣭打鍵、③脳との関係の大きく �つに分けて論

じてきたが、この中で᪉ἲ自体㞴しいものは何一つない。また、それとྠ時に①㹼③はどれもᐦ᥋に

関連しており、ピアノを弾くということは全身ࡸ感全てを使い演奏するものであるということもᛀ

れてはならない。上グで述べた �つの᪉ἲはそれࡒれ␗なるが、どれもほんの少しの「意識」でᨵၿ

できる᪉ἲなのである。 

 また、Ϫで述べたように「楽譜をㄞまない」「ㄞめない」という点に関しては楽譜のㄞみ᭩きを音

楽⌮論などのᗙ学を通してきちんと学んでおくことを᥎ዡしたい。指ᑟするഃにおいても、学生にᑐ

して楽譜をㄞむという意識けをしていくことが一␒のᇶ本であると感じる。 

 保育者㣴ᡂㄢ程で学ࡪ学生にとってピアノを弾くということは学習の中のほんの一つのㄢ㢟に㐣

発⾲の場はⱞࡸないであろう。≉にピアノがⱞ手と感じる多くの学生にとってはピアノのレッスンࡂ

③以እの何≀でもないように᥎測される。だが、実習先ࡸᑵ⫋後の現場において音楽を通して関わる

ことのできることは無限大であり、また⣧⢋に音に反ᛂしḷうことに႐ࡧを感じながら無㑧気に⾲現

するᏊどものጼはきっとどんな実習生の心にも残り、「もっと上手になりたい」という気ᣢちがい

てくるだろう。 

 

Ϯ ࡾࢃ࠾に 

 ピアノは㐜くとも 11 歳までにどれだけ練習したかで上達するかしないかが分かれると言われてい

るが、保育者を目指す多くの学生はこのᖺ㱋以降からピアノをጞめた者が大多ᩘであろう。身体的に

ピアノのᢏ⾡を྾収できる力はࡸはり幼少期の経験の᭷無がᙳ㡪するが、2� 歳前後の学生は⌮論的

に考え練習することでこのၥ㢟はある程度⿵うことができる。上でも述べたように、保育者を目指す

学生はピアニストになるわけではない。一つ一つ考えながら練習を積み重ねることによって分に現

場で生かせる力は身にけることができる。大切なことはᆅ道なດ力と「意識する」ということなの

であり、何よりも「保育者になりたい」というክの実現のためにດ力できるような学生がこれからも
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ቑえることを期待したい。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

1）2）古屋一㸸ピアニストの脳を⛉学する㉸⤯ᢏᕦのメ࢝ニ࣒ࢬ � 㡫、1��1� 㡫 ⛅♫（ᮾி）

2�12 

 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

1） トー࣐ス࣭࣐ーク、ロࣂーࢤ࣭ࢱイࣜー、ト࣐࣭࣒イルࢬ㸸ピアニストならだれでも▱っておき

たい「からだ」のこと（ᑠ㔝ࡦとみ┘ヂ、古屋一ヂ） ⛅♫（ᮾி） 2��� 

2） 古屋一㸸ピアニストの脳を⛉学する㉸⤯ᢏᕦのメ࢝ニ࣒ࢬ ⛅♫（ᮾி） 2�12 

�） Ᏹ⏣かおる㸸からだで変わるピアノ ⛅♫（ᮾி） 2�11 

�） ゅ⪷Ꮚ㸸ດ力よりコࢶ㸟ピアノがうまくなるにはワケがある 音楽அ♫（ᮾி） 2�12 
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